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まちづくりに関して紹介したい地域の取組、配信アドレスの変更等については、
まちづくり相談窓口(メールはこちら)まで ※配信希望も随時受け付けております。

令和３年度都市経営と官民連携型まちづくりセミナー開催しました

～まちづくりに関する支援制度や取組事例について講演～

今号の記事

【会議・セミナー・シンポジウム】
【その他（お知らせ等）】

【その他（お知らせ等）】

◯ 令和３年度都市経営と官民連携型まちづくりセミナー開催しました
◯ 日本ガーデンツーリズムに登録決定
～恵庭ガーデンツーリズム協議会「花と暮らす恵庭の花めぐり」～
◯ 官民連携まちづくりポータルサイトご存じですか？

・・・各記事のタイトルをクリックすると、記事掲載ページへジャンプします
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北海道開発局都市住宅課
まちづくり相談窓口

国土交通省では、少子・高齢化の本格化や国際化、環境問題など都市の課題が複雑化す
る中、都市の魅力を高め、豊かで快適な空間にしていくために、まちづくりに関する様々
な知識を深めるとともに、各民間まちづくり団体の取組事例や各地方公共団体の官民連携
まちづくり施策等について官民が情報を交換・共有し、連携を深めるために、独立行政法
人都市再生機構を始めとした共催4団体と共に、都市経営と官民連携型まちづくりセミ
ナーを全国でブロックごとに開催しています。
北海道ブロックでは、令和4年2月18日（金）に完全オンラインで開催しました。
今回はその模様を簡単ですがお伝えしたいと思います。

開発局HPにアンケートフォームを作成しました！是非、皆様の感想をお聞かせください。
まちづくりメールニュースアンケート

国の支援策について

国土交通省都市局まちづくり推進課企画専
門官の椎名様からは、官民連携まちづくりの
必要性と今後の方向性、官民連携まちづくり
まちなか再生推進事業を始めとした支援制度
について、国内のみならず海外の事例を交え
た説明をしていただきました。
続いて、同じく都市局市街地整備課企画専

門官の小林様からは都市再生整備計画（旧ま
ちづくり交付金）関連事業による支援制度に
ついてご説明いただきました。

オンラインでの説明の様子

mailto:hkd-ky-matidukuri@gxb.mlit.go.jp
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/tosijyu/splaat0000022dy6.html
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続いて、共催4団体を代表して、独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部まち
づくり支援部北海道まちづくり支援事務所担当課長の加藤様、一般財団法人民間都市開
発推進機構地域連携推進役の福井様から、各団体における支援策の説明をいただきまし
た。

共催4団体の支援策について

まちづくりの取組事例について

まちづくりの取組事例について講演をい
ただいたのは、札幌駅前通まちづくり株式
会社の前代表取締役社長の白鳥健志様です。
白鳥様は、札幌市役所を退職後、札幌駅

前通まちづくり株式会社へ入社され、現在
はエリアマネジメントやまちづくりのアド
バイザーとして活躍されています。
講演では、「持続可能なまちづくりを目

指して～ 官民連携・エリアマネジメントの
まちづくり～」と題し、札幌市駅前通地区
のまちづくりを主な事例として、エリアマ
ネジメントの重要性、行政と民間とのまち
づくりにおける役割分担の必要性等につい
てお話しいただきました。

まん延防止期間中の開催だったためご
自宅から講演していただきました。

新たな都市空間創造スクール最終課題発表＆講評

令和3年度のスクール受講者である室蘭市様から、スクールの最終課題を発表していた
だき、スクール講師を務められている白鳥様に発表内容について講評をいただきました。

新たな都市空間創造スクールとは

市区町村、都道府県、国等の行政機関の職
員（部局長クラスを含む3～6名のグループ）
を対象に公共空間利活用などにおける官民連
携まちづくりの考え方・手法に関する基礎的
な知識から実践事例を学ぶ国土交通省主催の
スクールです。

全国各地でまちづくりに取り組む有識者や
学識経験者、自治体職員等によるe-ラーニン
グ形式の講義や集合研修等を含めた、およそ
6ヶ月間のカリキュラムです。

毎年度6月下旬～7月中旬（令和3年度は6
月23日～7月15日の期間）にスクール受講者
の募集を行っております。

過年度の集合研修（シンポジウム）
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日本ガーデンツーリズムに登録決定
～恵庭ガーデンツーリズム協議会「花と暮らす恵庭の花めぐり」～

▲ＴＯＰ

国土交通省では、地域の活性化と庭園文化の普及を図るため、平成３１年４月に庭園間
交流連携促進計画登録制度（ガーデンツーリズム）を創設し、令和元年５月３０日の第１
回から令和２年１０月１７日の第３回までに、全国で１０の計画が登録されています。
北海道からは、第１回登録に周遊部門（地域の風土や歴史を共通のテーマで反映した庭

園を巡る周遊型のルーリズムの計画内容）として北海道ガーデン街道協議会の「北海道
ガーデン街道」が登録されました。
この度、第４回となる登録計画が発表され、令和３年６月に創設された探訪部門（地域

に住む人々の庭園文化形成の取組がツーリズムのテーマに発展した計画内容）に恵庭ガー
デンツーリズム協議会の「花と暮らす恵庭の花めぐり」が登録されました。
登録証交付式については、令和４年４月２７日開催予定の「第３８回全国都市緑化くま

もとフェア 都市緑化シンポジウム」内で実施されます。

また、今回ガーデンツーリズムへ登録された計画の構成庭園
のひとつである「花の拠点はなふる」をメイン会場にした「第
39回全国都市緑化北海道フェア（愛称：ガーデンフェスタ北海
道２０２２）」が、令和4年6月2５日～7月2４日の期間で開
催されます。
都市緑化フェアとは、都市緑化意識の高揚や都市緑化に関す

る知識の普及、国、地方公共団体、民間の協力による都市緑化
の全国的な推進、緑豊かな潤いのある都市づくりの実現を目的
として昭和58年度から毎年、全国各地で開催されています。
第39回となる今年は「花と緑～恵みの庭を人がつながる北の

大地から」を開催テーマに、メイン会場の他、まちなか会場や
恵庭市内外の協賛会場にて様々なイベントが予定されています。

ガーデンツーリズムの登録計画については国土交通省HPをご参照ください。
ガーデンフェスタ北海道２０２２についての詳細はこちらをご参照ください。

https://www.hokkaido-garden.jp/
https://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi_parkgreen_gardentourism.html
https://garden-festa2022.jp/
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国土交通省では、官民連携まちづくりに関する支援制度等の紹介や、まちづくりに関す
るイベントの発信のため「官民連携まちづくりポータルサイト」を開設しています。
国土交通省の支援制度だけではなく、関連する省庁や団体の支援制度の紹介、ガイドラ

インや手引きなどの電子データ、全国各地のまちづくりの取組事例なども掲載しています。
また、令和2年度からはYouTubeチャンネルも開設されました。国土交通省主催のま

ちづくりシンポジウム「官民連携まちづくりDAY」の映像などが配信されていますので、
興味をお持ちの方は是非ご覧ください。

官民連携まちづくりポータルサイ
トYouTubeチャンネルは、ポータ
ルサイトトップページの下部に配置
されているバナーからYouTubeの
該当ページへ移動することができま
す。

ポータルサイトトップページへはこちら

官民連携まちづくりポータルサイトご存じですか？
～YouTubeチャンネルも開設中です～

また、官民連携ポータルサイトで紹介しているパンフレット及び令和3年6月発行の
「居心地が良く歩きたくなるグランドレベルデザイン」については、冊子版が若干数で
すが在庫がございますので、興味のある方は以下の窓口までご連絡ください。

北海道開発局事業振興部都市住宅課まちづくり相談窓口(メールはこちら) 

なお、「居心地が良く歩きたくなるグランドレベルデザイン」では、北海道から札幌
市の北4西2地区、創成川公園、江差町の中歌姥神地区が取り上げられています。

https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_machi_tk_000047.html#page-head
mailto:hkd-ky-matidukuri@gxb.mlit.go.jp

